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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池モジュールの裏面に取り付けられるボックス本体と、
　前記太陽電池モジュールの出力タブを接続する複数の端子板と、
　前記端子板の間に設けられたダイオードと、を備え、
　前記ボックス本体は、前記太陽電池モジュールの裏面に取り付けられる底壁と、当該底
壁に対向する上壁と、を備え、
　前記端子板の一方の面は前記上壁の内面に密着した状態で配置され、
　前記底壁は、底面視で、前記端子板を露出させる開口を備え、
　前記開口側から前記端子板の他方の面に密着した状態で前記端子板を覆うように前記ボ
ックス本体に取付けられている樹脂製の成形部材を備えた端子ボックス。
【請求項２】
　前記成形部材の底面には、放熱溝が形成されている請求項１に記載の端子ボックス。
【請求項３】
　前記成形部材は、前記ダイオードを収容する凹部を備え、
　前記凹部の内周面と前記ダイオードの外周面との間には空間が形成され、
　前記凹部の内周面と前記ダイオードの外周面とは接着剤で固定されている請求項１又は
２に記載の端子ボックス。
【請求項４】
　前記上壁の外面には金属製の放熱板が設けられている請求項１から３のいずれか一項に
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記載の端子ボックス。
【請求項５】
　前記端子板は、本体部と、前記太陽電池モジュールの出力タブが接続される接続部とを
有し、
　前記本体部は、前記上壁の内面と前記成形部材とに密着して樹脂が充填されない領域に
配置されている請求項１から４のいずれか一項に記載の端子ボックス。
【請求項６】
　前記成形部材のうち前記接続部に対向する端部には、前記出力タブが挿入される出力タ
ブ挿通凹部が形成されており、
　前記出力タブ挿通凹部には、前記接続部と前記出力タブとの接続部分を保護する充填材
が充填されている請求項５に記載の端子ボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池モジュールに接続される端子ボックス、特に複数の端子板と端子板
の間に接続されたダイオードとを有する端子ボックスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　太陽電池モジュールに接続される端子ボックスの内部には、太陽電池モジュールからの
出力タブが接続される複数の端子板が設けられ、端子板の間にはバイパスダイオードが配
置されている。バイパスダイオードは、太陽電池モジュールが日陰になる等によって、太
陽電池モジュールが発電しなくなると、その太陽電池モジュールを迂回して電流を流すよ
うに機能する。これにより、発電していない太陽電池モジュールが電気的負荷となること
を防止し、システム全体の発電効率が低下することを防止している。
【０００３】
　ダイオードは使用下において熱を発するが、その熱は故障等の原因となるため、熱を外
部に放熱する必要がある。従来の端子ボックスでは、ダイオードの熱は、ダイオードに接
続された金属製の端子板を介して放熱していた。しかしながら、従来の端子ボックスでは
、端子板は端子ボックスの底面、すなわち、太陽電池モジュールへの取付面に固定されて
いるため、十分な放熱効果が得られない問題があった。
【０００４】
　これに対して、特許文献１では、ダイオードを太陽電池パネルの非受光面（太陽電池パ
ネルの裏面）と非接触となるように端子箱中に配置している。これにより、ダイオードの
熱を外気中に放熱しやすくしている。また、太陽電池モジュール自体の熱がダイオードに
伝達されにくくなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－０７１４６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の特許文献１では、端子箱にダイオードを取り付けた後に、端子箱
の内部に充填材を充填しているため、端子箱を太陽電池モジュールに取り付けるには充填
剤の硬化を待たなければならなかった。そのため、作業効率が低下するおそれがある。ま
た、比較的高価な充填材を端子箱の内部全体に充填するため、コストが高くなるおそれも
ある。一方で、特許文献１は、端子箱の内部に充填剤を充填しない実施形態も開示してい
るが、この場合には、端子板の接続部分を十分に保護できず、信頼性が低下するおそれが
ある。
【０００７】
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　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、作業効率および放熱性能
に優れた端子ボックスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の端子ボックスの好適な実施形態の一つでは、太陽電池モジュールの裏面に取り
付けられるボックス本体と、前記太陽電池モジュールの出力タブを接続する複数の端子板
と、前記端子板の間に設けられたダイオードと、を備え、前記ボックス本体は、前記太陽
電池モジュールの裏面に取り付けられる底壁と、当該底壁に対向する上壁と、を備え、前
記端子板の一方の面は前記上壁の内面に密着した状態で配置され、前記底壁は、底面視で
、前記端子板を露出させる開口を備え、前記開口側から前記端子板の他方の面に密着した
状態で前記端子板を覆うように前記ボックス本体に取付けられている樹脂製の成形部材を
備えている。
【０００９】
　この構成では、端子板はボックス本体の上壁の内面に配置されている。上壁は太陽電池
モジュールに取り付けられる底壁に対向しているため、外気に接触している。そのため、
ダイオードから端子板に伝達された熱を、上壁を介して外気中に放熱することができる。
また、ダイオードの熱は端子板から成形部材にも伝達され、この成形部材を介しても放熱
することができる。
【００１０】
　また、上述の構成では、成形部材を端子ボックスの下方の開口から取り付けるだけで、
ボックス本体に取り付けられた端子板を保護することができる。したがって、従来の端子
ボックスのように、充填剤の硬化を待つ必要がない。これにより、高い作業効率で端子板
の確実な保護を行うことができる。
【００１１】
　成形部材は、樹脂により形成され、端子板に密着するように設けられているので、ダイ
オードの熱を端子板および成形部材を介して放熱させることができる。
【００１２】
　また、成形部材の底面に、放熱溝を形成することも好ましい。これにより、成形部材を
介した放熱を促進することができる。また、成形部材に熱溝を形成することにより、成形
部材を射出形成する場合のヒケを防止することもできる。
【００１３】
　本発明の端子ボックスの好適な実施形態の一つでは、前記成形部材は、前記ダイオード
を収容する凹部を備え、前記凹部の内周面と前記ダイオードの外周面との間には空間が形
成され、前記凹部の内周面と前記ダイオードの外周面とは接着剤で固定されている。
【００１４】
　この構成では、成形部材の凹部の内周面とダイオードの外周面とは接着剤で固定されて
いるため、ダイオードの熱を直接成形部材に伝達することができる。なお、接着剤は熱伝
導性が高いことが好ましい。
【００１５】
　本発明の端子ボックスの好適な実施形態の一つでは、前記上壁の外面には金属製の放熱
板が設けられている。この構成では、端子板から伝達された熱が上壁に伝達され、さらに
放熱板を介して外気に放熱されるため、放熱性能を向上させることができる。なお、放熱
板は、上壁のうち、端子板が固定されている内面に対応する上面に設けることが好ましい
。また、本発明の端子ボックスの好適な実施形態の一つでは、前記端子板は、本体部と前
記太陽電池モジュールの出力タブが接続される接続部とを有し、前記本体部は、前記上壁
の内面と前記成形部材とに密着して樹脂が充填されない領域に配置されている。さらに、
前記成形部材のうち前記接続部に対向する端部には、前記出力タブが挿入される出力タブ
挿通凹部が形成されており、前記出力タブ挿通凹部には、前記接続部と前記出力タブとの
接続部分を保護する充填材が充填されていることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】端子ボックスの上方斜視図である。
【図２】端子ボックスの一部分解上方斜視図である。
【図３】端子ボックスの下方斜視図である。
【図４】端子ボックスの一部分解下方斜視図である。
【図５】蓋体およびスペーサを外した端子ボックスの下方斜視図である。
【図６】端子ボックスの側方断面図である。
【図７】スペーサの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に図面を用いて、本実施形態における端子ボックスを説明する。図１および図２は
それぞれ、本実施形態における端子ボックスの上方斜視図および一部分解上方斜視図であ
る。端子ボックスは、図１の姿勢で太陽電池モジュール（図示せず）の裏面に取り付けら
れる。すなわち、図１の姿勢は、実際の使用状態とは天地が逆である。ただし、以下の説
明では、図１，２の姿勢に基づいて上下を規定する。また、図１，２の上下左右をそれぞ
れ前後左右と規定する。
【００１８】
　端子ボックスは、樹脂製のボックス本体１，蓋体２，複数（本実施形態では４）の端子
板４を備えている。端子板４はボックス本体１の内部に収容され、各々の端子板４には対
応する太陽電池モジュールからの出力タブが接続される。
【００１９】
　ボックス本体１は、第１本体部１ａと第２本体部１ｂとから構成されている。第２本体
部１ｂは、第１本体部１ａの後ろ側に隣接し、第１本体部１ａよりも少し薄く構成されて
いる。第１本体部１ａの左右側端部には太陽電池モジュールからの電力を外部に送電する
ための出力ケーブルＣが接続されている。
【００２０】
　また、ボックス本体１は、第１本体部１ａおよび第２本体部１ｂにわたって形成された
、底壁１１，上壁１２，側壁１３を備えている。第１本体部１ａの上壁１１には上部開口
１０が形成されている。蓋体２は、この上部開口１０を上方から覆うように構成されてい
る。
【００２１】
　第１本体部１ａの側壁１３の内面には、蓋体２を支持固定するための複数のリブ１３ａ
が形成されている。底壁１１は側壁１３から外方に向けて突出してフランジを形成してお
り、このフランジの下面が太陽電池モジュールの裏面に取り付けられる。
【００２２】
　第２本体部１ｂの上面には金属製の放熱板３が取り付けられている。上壁１２の上面に
は複数の係止凸部１２ａが形成され、放熱板３には、係止凸部１２ａに対応する位置に係
止孔３１が形成されている。放熱板３を上壁１２に取り付ける際には、係止凸部１２ａと
係止孔３１とを嵌合させる。
【００２３】
　図３および図４はそれぞれ、本実施形態における端子ボックスの下方斜視図および一部
分解下方斜視図である。また、図５は端子板４の取付状態を示す図である。図４に示すよ
うに、ボックス本体１の底壁１１の側壁１３よりも内方部分全体に下部開口１１ａが形成
されている。
【００２４】
　各々の端子板４は、本体部４０と、本体部４０の前方に設けられた接続部４２とから構
成されている。接続部４２には、太陽電池モジュールの出力タブ（図示せず）が接続され
る。図２，５に示すように、複数の端子板４は、接続部４２が上部開口１０を介して上方
に露出するように並列配置されている。これにより、上部開口１０を介して太陽電池モジ
ュールの出力タブと端子板４の接続部４２との接続を行うことができる。
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【００２５】
　第２本体部１ｂの上壁１２の下面、すなわち、内面には、複数の係止凸部１２ｂが形成
されている。ボックス本体１の係止凸部１２ｂと端子板４の係止孔４１とを嵌合させるこ
とにより、図５に示すように、端子板４はボックス本体１の上壁１２の内面に取り付けら
れる。
【００２６】
　隣接する端子板４の間には、バイパスダイオードとしてのダイオード５が設けられてい
る。このダイオード５は、太陽電池モジュールが日陰に入る等によって発電ができなくな
った際に、その太陽電池モジュールをバイパスして電流を流す機能を担っている。これに
よって、発電できない太陽電池モジュールが電気的負荷となり、システム全体の発電効率
が低下することを防止している。
【００２７】
　図３に示すように、ボックス本体１の下方には、端子板４を覆う樹脂製のスペーサ６（
本願発明の成形部材の例）が設けられている。具体的には、スペーサ６は、下部開口１１
ａの前端部以外の部分を下方から覆うように構成されている。そのため、ボックス本体１
にスペーサ６を取り付けた状態でも、前端側に下部開口１１ａが形成されている。下部開
口１１ａのうち、スペーサ６に塞がれていない部分を介して、太陽電池モジュールの出力
タブを端子ボックスの内部に引き入れることができる。また、端子板４の下方を樹脂成形
されたスペーサ６で覆えば、従来のように端子板４の固定部分に充填された充填剤の固化
を待つ必要がなくなり、作業効率を高めることができる。
【００２８】
　スペーサ６の下面には複数の溝６１（本願発明の放熱溝の例）が形成されている。この
溝６１を形成することにより、スペーサ６を射出成型する際のヒケを防止することができ
る。また、スペーサ６の表面積を増大させることもできる。
【００２９】
　一方、スペーサ６の上面には、図６，７に示すように、ダイオード収容凹部６２が形成
されている。図６に示すように、スペーサ６をボックス本体１に取り付けた状態では、端
子板４の本体部４０がスペーサ６の上面６０に面接触し、ダイオード５がダイオード収容
凹部６２に収容されるように構成されている。ダイオード収容凹部６２の大きさは、様々
な大きさのダイオード５に対応できるように、一般的に使用されるダイオード５の大きさ
よりも大きめに形成されている。そのため、ダイオード５の周囲とダイオード収容凹部６
２の内面との間には空間が形成されている。ダイオード５の周囲は接着剤によりダイオー
ド収容凹部６２の内面に固定されている。また、本実施形態では、ダイオード５の下面は
ダイオード収容凹部６２の底面に接触しているが、ダイオード５の下面がダイオード収容
凹部６２の底面に接触しない場合には、これらの間も接着剤で固定しても構わない。なお
、接着剤としては、熱伝導性の高いものが好ましい。
【００３０】
　スペーサ６の上面の前端部には、出力タブ挿通凹部６３が形成されている。スペーサ６
をボックス本体１に取り付けた状態では、出力タブ挿通凹部６３を形成する左右のリブ６
４の上面に端子板４の接続部４２が接触する。下部開口１１ａを介して端子ボックスの内
部に引き込まれた出力タブは、出力タブ挿通凹部６３を介して端子板４側に案内され、端
子板４の接続部４２に接続される。
【００３１】
　また、スペーサ６の上面の前端側には、中空の略四角柱状の支持柱６５が形成されてい
る。具体的には、支持柱６５は、出力タブ挿通凹部６３の間の少し後方に設けられている
。この支持柱６５の上面は、側壁１３のリブ１３ａとともに、蓋体２を下方から支持固定
する。
【００３２】
　端子ボックスの組み立ては以下の方法により行われる。まず、複数の端子板４をボック
ス本体１への固定状態に並べ、隣接する端子板４の間にダイオード５を固定する。この状
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より端子板４を固定する。そして、その下方からスペーサ６をボックス本体１に取り付け
る。一方、第２本体部１ｂの上面の係止凸部１２ａに放熱板３の係止孔３１を嵌合させ、
放熱板３をボックス本体１に固定する。
【００３３】
　このようにして組み立てられた端子ボックスの下部開口１１ａを介して太陽電池パネル
からの出力タブを端子ボックスの内部に引き入れた状態で、端子ボックスを太陽電池モジ
ュールの裏面に接着剤等によって固定する。内部に引き込まれた出力タブは、出力タブ挿
通凹部６３を介して端子板４の接続部４２側に案内され、半田付けによって接続部４２に
接続される。この状態で、上部開口１０を介して充填剤が充填され、出力タブと接続部４
２との接続部分が保護される。そして、蓋体２によって上部開口１０が閉塞される。
【００３４】
　太陽電池モジュールに端子ボックスを取り付け、システムを稼働させると、その使用に
よって、ダイオード５は熱を生じる。この熱は、ダイオード５から端子板４に伝達される
。本発明の端子ボックスでは、端子板４は、ボックス本体の上壁１２の内面に取り付けら
れている。この上壁１２は、太陽電池モジュールに取り付けられる底壁１１に対向する壁
であり、外気と接触が可能である。そのため、端子板４に伝達された熱を、上壁１２を介
して外気に放熱しやすくなっている。また、上壁１２には金属製の放熱板３が取り付けら
れているため、放熱を促進することができる。
【００３５】
　また、端子板４はスペーサ６とも接触しているため、端子板４に伝達された熱をスペー
サ６に逃がすことができる。さらに、ダイオード５は接着剤によりスペーサ６に固定され
ているため、ダイオード５からスペーサ６に直接熱を伝達することもできる。一方、スペ
ーサ６は溝６１によってその表面積が大きくなっているため、伝達された熱を放熱しやす
くなっている。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明は、太陽電池モジュールに接続される端子ボックスに利用することができる。
【符号の説明】
【００３７】
Ｃ：出力ケーブル
１：ボックス本体
１１：底壁
１１ａ：下部開口（開口）
１２：上壁
１３：側壁
２：蓋体
３：放熱板
４：端子板
５：ダイオード
６：スペーサ（成形部材）
６１：溝（放熱溝）
６２：ダイオード収容凹部（凹部）
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